
　
11
月
３
日
㈮
、
市
民
会
館
で
『
平
成
29
年
度
登
別
市

功
労
者
表
彰
・
登
別
市
表
彰
表
彰
式
』
（
市
主
催
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
登
別
市
功
労
者
６
人
、
登
別
市
表
彰
25

人
・
１
団
体
（
自
治
貢
献
表
彰
８
人
、
社
会
貢
献
表
彰

８
人
、
教
育
文
化
貢
献
表
彰
８
人
・
１
団
体
、
篤
志
貢

献
表
彰
１
人
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
登
別
市
の
行
政
や
社
会
福
祉
な
ど
に

貢
献
さ
れ
、
市
民
の
模
範
と
な
る
行
い
を
さ
れ
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
家
族
や
多
く
の
市
民
と
と
も
に
、

た
た
え
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
登
別
市
功
労
者
表
彰
・

登
別
市
表
彰
表
彰
式

永
年
の
功
績
を
た
た
え
る

▲�さまざまな分野で、市に貢献をされた受賞者

　
11
月
12
日
㈰
と
14
日
㈫
か
ら
18
日
㈯
に
か
け
て
、
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
『
キ
ウ
シ
ト
湿
原

感
謝
祭
』
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登
別
主
催
）

が
開
催
さ
れ
、
市
内
は
も
と
よ
り
、
札
幌
市
な
ど
か
ら

も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
来
園
し
ま
し
た
。

『
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登
別
』
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
シ
カ

角
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
木
を
使
っ
た
フ
ク
ロ
ウ
な

ど
を
作
り
、
大
満
足
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

キ
ウ
シ
ト
湿
原
は
、
平
成
30
年
４
月
中
旬
ま
で
冬
期

休
園
し
ま
す
が
、
来
年
も
多
く
の
方
の
来
園
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

キ
ウ
シ
ト
湿
原
感
謝
祭

一
年
間
の
感
謝
を
込
め
て

▲�出来上がった作品を見せ合う子どもたち

11/12・
14～18
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11
月
１
日
㈬
か
ら
24
日
㈮
に
か
け
て
、
市
内
の
10
会
場

で
『
平
成
29
年
度
地
区
懇
談
会
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

地
区
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
、
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
伺
う

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
抱
え
る
課
題
な
ど
を
市

長
や
市
職
員
が
直
接
お
聴
き
す
る
た
め
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
。

今
年
は
、
市
が
考
え
て
い
る
『
公
共
施
設
の
整
備
に
向

け
た
優
先
順
位
の
検
討
』
や
『
市
役
所
本
庁
舎
建
て
替
え

検
討
の
基
本
的
な
考
え
方
』
、
『
防
災
に
関
す
る
情
報
伝

達
』
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
『
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
』
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
『
必
要
な
の
か
、
不
必
要
な
の
か
』
、
『
ど
こ
の

エ
リ
ア
が
良
い
か
』
、
『
ど
の
よ
う
な
新
庁
舎
が
良
い
か
』

を
市
内
各
地
区
の
皆
さ
ん
と
市
職
員
が
一
緒
に
話
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
今
後
の
市
役
所

本
庁
舎
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

平成29年度地区懇談会

市民と行政が
ともに考えるまちづくり

▲�市職員と熱く議論を交わす参加者（登別地区）

▲�グループで話し合った内容を発表する参加者（幌
別鉄南地区）
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